




The Origin of the Two Types ＂DESAE”
Masahiro Yamada
Abstract
There are two types of ＂DESAE＂. One is particle ＂DESAE＂ of connection with the 
case particle ＂DE＂ and the japanese adverbial particle ＂SAE＂ and one is the united 
particle ＂DESAE＂. In this paper I analyzed that the origin of two particles is differ-
ent. The origin of the connected particle ＂DESAE＂ is ＂NITESAE＂，and ＂NITE-
SAE＂ is not the origin of the united particle ＂DESAE＂.




































【表 1】 江戸期 明治大正期
連接 32（45. 1％） 35（28. 9％）
融合 39（54. 9％） 86（71. 1％）



































































































































































訓抄』 1例，『平治物語』 1例，『梁塵秘抄』 2例，『平家物語』222例，南北
朝室町期では，『曽我物語』 1例，『御伽草子』 2例，『謡曲集』17例，『湯山
聯句抄』151例，『中興禅林風月集抄』129例，『伊曽保物語』32例，『天草版
平家物語』379例である。時代がくだると「デ」が多く見られ，次第に拡が
っていく様相がうかがわれる。
以上の「デ」の用例中，動作主に下接していると解釈可能な例は以下の通
りである。
2. 4. 1「（場所名詞）＋デ」
㉙の「是」は，場所名詞でもあるが人称でも用いられるので，動作主とも
解釈が可能である。㉚は，尊敬表現が用いられていることにより，「御前」
に動作主性が見えてくる。
しかしこれらはいずれも，2. 2. 1で見た「ニテ」と同じ状況であり，場所
を示す「デ」と考えられる。したがってこれらの「デ」は場所を示す「ニ
テ」を引き継いだものと思われる。
㉙ 　「内府は何とおもひて，これらをばよびとるやらん。是でいひつる樣
に，入道が許へ射手などやむかへんずらん」との給へば（『平家物語』上
p. 176）
㉚ 　宋朝ノ君ノ前テ，応制ノ詩ト云テ，御前テ詩ヲ作ラセラレタ時，本韻
ニ，「紅会合緑徘徊」ト云ヲシタホトニ（『湯山連句抄』p. 70）
2. 4. 2「（場所名詞以外）＋デ」
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㉛は，「御房」という主語が表示されているので，「勅勘の身」は動作主と
しては認められないが，㉜のような，主語が他に表示されていない例となる
と，「拙い身」を動作主として解釈可能であろう。㉜の「デ」は動作主に下
接していると認めることができる。
㉛ 　「さもさうず，御房も勅勘の身で人を申ゆるさうどの給ふあてがいやう
こそ，おほきにまことしからね」（『平家物語』上 p. 364）
㉜ 　「あれほど卑しう拙い身で，何としてこの返答には及ばうぞ」（『エソポ
のハブラス』p. 19）
㉝の「デ」は様態であり，「かためられ」は受身と解釈すべきであろう
が，これが尊敬と認識されるようになれば「大勢」に動作性が見えてくる。
㉝　「東の陣は小松殿大勢でかためられて候」（『平家物語』上 p. 135）
2. 4. 3　動作主の有無
「デ」の中で，動作主に下接していると見なせる例は㉜の 1例のみであ
り，やはり「デ」においても「ニテ」同様，動作主に下接する用法はまだ存
在しないと考えられる。「デ」は音韻変化によって「ニテ」から発生したと
見られているが，その「ニテ」の用法をそのままに引き継いでいると思われ
る。
3 ．まとめ
以上，見てきたように，鎌倉室町期においては「ニテ」や「デ」には未だ
動作主を示す用法はないと考えてよさそうである6）。「ニテ」の音韻変化に
よって新たに「デ」が誕生したが，当初の「デ」の機能は「ニテ」をそのま
ま引き継いだものであったと思われる。
この流れを受けて「ニテサエ」という表現形式も，「デサエ」という表現
形式に移行したものと思われる。そして江戸期以前においては「ニテサエ」
も「デサエ」もそれぞれ「ニテ＋サエ」「デ＋サエ」という連接であったと
考えられる。
一方で，間淵（2000）が示すように，江戸期に入ると「デ」が動作主に下
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接する例が多くなる。それと連動するように融合化の「デサエ」が増加す
る。こうして同じ表現形式である「デサエ」において，連接の「デサエ」と
融合化した「デサエ」の二種が並存することになった。【表 1】は，その様
相を示したものである。
それぞれの由来を図に示すと次のような図にまとめることができる。
鎌倉室町期 江戸期
ニテ ニテ 連接「ニテサエ」
デ（非動作主） デ（非動作主） 連接「デサエ」
デ（動作主） 融合化「デサエ」
4 ．おわりに
気になることがひとつある。江戸期以前に連接形式の「デサエ」の実例が
見出せないことである。鎌倉室町期にはすでに「ニテ」から発した「デ」が
存在しており，そもそも存在していた「ニテサエ」が「デサエ」へと変化し
た例が見られてもよさそうなものである。抄物やキリシタン資料において
は，「ニテ」から「デ」への移行はほぼ完了していると見てよい。しかし，
「サエ」のみならずいわゆる副助詞が「デ」に下接する例が見られない。
位相的な問題なのか，または連接形式を好まない特別な理由が存在するの
か，今後の課題となるところである。
注
1 ）本稿では，①～③のような「あり」「侍り」「候」「おはす」「おはします」等を伴
う例は，格助詞「ニテ」ではなく断定として対象例からはずした。格助詞「デ」
に関しても同様である。
①　乘たる馬，いとかしこしとも見えざりつれども，いみじき逸物にてありけれ
ば（『宇治拾遺物語』p. 80）
②　尋常におはしましける時は，神妙にやん事なき人にておはしけり（『徒然草』
p. 252）
③　「何事も限りある事で候へば」（『平家物語』上 p. 263）
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2）用例は国文学研究資料館の大系本文（日本古典文学）データベース（http://base3.
nijl. ac. jp/），『新編日本古典文学全集』（小学館），『鎌倉時代物語集成』（笠間書
院）を用いた。引用に際しては作品名と掲載ページ数を付記した。
3）この例は『新編日本古典文学全集』による。因みに大系本文の当該箇所は以下の
通りである。
すこしもにたまはず。まさしき兄弟さへ，にたるはすくなし。まして，從兄
弟ににたる物はなし（『曽我物語』p. 166）
4 ）ここでは用例が十分に見られるため大系本文のみ調査した。時代を中世に指定
し，ジャンルから和歌，歌謡，漢詩，漢文，連歌，俳諧，俳論，狂歌を除き，歴
史，物語，評論，国学，随筆，随想，説教，神話，伝説，説話，小説，劇文学，
日記，紀行に関して用例の検索をした。
5）格助詞「デ」を調査した資料は以下の通りである。
【鎌倉期】
『宇治拾遺物語』『古今著聞集』『沙石集』『保元物語』『増鏡』『方丈記』『平家物語』
（以上，日本古典文学大系），『東関紀行　本文及び総索引』『十六夜日記　校本及び
総索引』『閑居友　本文及び総索引』『十訓抄　本文と索引』『水鏡　本文及び総索引』
『とはずがたり総索引（本文編）』（以上，笠間書院）『半井本平治物語本文および語
彙索引』（武蔵野書院），『宮内廳書陵部蔵本　寶物集総索引』（汲古書院），『徒然草総
索引』（至文堂）
【南北朝室町期の資料】
『曽我物語』『御伽草子』（以上，日本古典文学大系），『湯山聯句抄本文と総索引』『中
興禅林風月集抄』，『エソポのハブラス　本文と総索引』（以上，清文堂），『天草版平
家物語対照本文及び総索引』（明示書院）
6）間淵（2000）では，「動作主格用法が，「にて」から「で」への変遷がほぼ済んだ
後，相当の期間をあけて登場する」という指摘がすでにあるが，実例をもとにし
た指摘ではない。本稿ではこの裏付けができたものと考える。
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